
(1)  
白
鳥
の
拝
殿
踊
り
が
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

る
見
通
し
に
な
っ
た
。

無
形
民
俗
文
化
財
と

は
、
衣
食
住
、
生
業
、

信
仰
、
年
中
行
事
等
に

関
す
る
風
俗
慣
習
、

民
俗
芸
能
を
理
解
す

る
た
め
の
モ
ノ
が
概

略
の
規
定
。

言
い
換
え
れ
ば
「
平
凡

な
人
々
の
間
に
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
伝
承

文
化
」
と
言
え
る
か
。

だ
が
、
昨
今
の
社
会
変

化
で
、
継
承
者
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
今
絶
滅

の
危
機
に
瀕
し
て
い

る
と
も
言
わ
れ
る
。
そ

ん
な
中
で
の
指
定
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
中
で
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
は

件
。

岐
阜
県
内
で
は
十
三
件
目
。
郡
上
市
で
は
、
四
件
目
で
あ
る
。

長
滝
の
延
年
、
郡
上
踊
り
、
寒
水
の
掛
踊
、
拝
殿
踊
り
の
四
件
。

そ
の
内
、
白
鳥
に
二
件
あ
る
と
は
驚
き
で
あ
り
、
何
と
も
誇
ら

し
い
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。

今
回
の
対
象
は
、
長
滝
、
白
鳥
、
前
谷
、
貴
船
、
各
神
社
の
踊
り
。

そ
れ
以
外
に
白
鳥
に
は
六
社
で
踊
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。

拝
殿
踊
り
の
ル
ー
ツ
は
白
山
信
仰
に
あ
る
様
だ
。

白
山
信
仰
の
修
行
者
や
参
拝
者
が
念
仏
踊
り
と
し
て
始
め
た
。

年
程
前
に
、
踊
ら
れ
た
記
録
が
長
滝
寺
に
現
存
す
る
。

こ
れ
は
〝
踊
っ
て
は
い
け
な
い
〟
と
言
う
中
止
命
令
の
書
類
。

他
の
神
社
で
も
踊
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

歌
は
場
所
踊
り
か
ら
始
ま
る
。

他
所
か
ら
来
た
人
に
歌
で
の
挨
拶
、
歌
盃
で
労
う
。

手
は
後
ろ
に
組
み
、
足
踏
み
だ
け
の
素
朴
で
静
か
な
踊
り
。

こ
れ
が
終
わ
る
と
下
駄
が
拝
殿
の
板
を
鳴
ら
し
始
め
る
。

歌
の
歌
詞
は
歴
史
、
信
仰
、
労
働
、
お
座
敷
歌
な
ど
の
十
種
類
。

鳴
り
物
な
し
の
、
ア
カ
ペ
ラ
で
美
声
を
聞
か
せ
る
。

歌
は
、
歌
い
手
の
終
わ
り
頃
の
隙
を
見
て
の
取
り
合
い
で
繋
が

る
。
こ
の
掛
け
合
い
が
、
他
に
類
を
見
な
い
楽
し
い
も
の
。

最
近
は
関
東
、
関
西
か
ら
も
来
ら
れ
る
。
加
え
て
女
性
の
音
頭

取
り
も
増
え
て
き
た
。

〝
浴
衣
姿
に
髪
結
い
上
げ
て

見
せ
て
や
り
た
や

あ
の
人
に
〟

老
若
男
女
が
下
駄
ば
き
で
拝
殿
の
床
を
叩
く
元
気
の
よ
い
文
化

で
あ
る
。
こ
こ
で
歌
わ
れ
る
歌
は
、
皆
が
座
敷
で
酒
を
飲
む
と
、

必
ず
、
手
拍
子
で
歌
い
出
さ
れ
、
歌
の
取
り
合
い
で
、
宴
は
さ
ら

に
盛
り
上
が
っ
て
ゆ
く
。
歌
を
覚
え
れ
ば
踊
り
た
く
な
る
。

昨
今
、
カ
ラ
オ
ケ
の
出
現
で
、
こ
う
し
た
機
会
が
減
っ
て
来
た

の
は
淋
し
い
限
り
で
あ
る
。
そ
の
楽
し
い
雰
囲
気
は
カ
ラ
オ
ケ

の
比
で
は
な
い
。
こ
れ
を
機
に
復
活
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

十
二
月
十
五
日
（
日
）
例
年
通
り
、
総
代
衆
総
出
で
新
年
初
詣

の
お
客
さ
ん
受
け
入
れ
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
あ
い
に

く
の
雪
模
様
、
積
雪
は
十
セ
ン
チ
ほ
ど
。
寒
い
中
で
の
作
業
と

な
り
ま
し
た
。
社
務
所
前
の
屋
根
造
り
、
灯
篭
の
雪
囲
い
、
樹
木

の
雪
吊
り
、
本
殿
と
稲
荷
神
社
前
の
門
松
造
り
、
社
務
所
内
は

縁
起
物
売
店
造
り
と
間
仕
切
り
、
等
々
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

三
十
一
日
は
本
殿
と
拝
殿
内
秋
葉
神
社
の
飾
り
付
け
、
篝
火
の

準
備
、
お
神
酒
配
所
の
テ
ン
ト
張
等
々
の
準
備
。

夜
は
十
時
過
ぎ
に
全
員
が
揃
い
、
所
定
の
位
置
に
付
き
、
篝
火

に
点
火
し
ま
す
。
雪
は
断
続
的
に
降
り
、
参
拝
者
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
か
と
心
配
す
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
紅
白
歌
合
戦
が
終
わ
る
こ

ろ
か
ら
、
参
拝
者
の
御
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
昔
は
日
付
が
元

旦
に
な
り
、
明
け
方
ま
で
参
拝
者
が
途
絶
え
る
事
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
近
年
は
明
け
方
三
時
を
過
ぎ
る
と
途
絶
え
、
陽

が
昇
る
八
時
頃
か
ら
、
多
く
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
夕
方
ま
で
、
平
均
し
て
参
拝
さ
れ
る
ス
タ
イ
ル
に
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
期
は
参
拝
者
も
減
少
し
ま
し
た
が
昨

年
辺
り
か
ら
、
従
前
と
変
わ
ら
な
い
参
拝
者
と
お
見
受
け
い
た

し
ま
し
た
。

一
月
元
旦
、
午
前
九
時
～
拝
殿
に
て
歳
旦
祭
を
催
行
。
歳
旦

祭
は
、
正
月
元
日
の
早
朝
に
執
り
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
旦
」

と
い
う
字
は
、
地
平
線
か
ら
太
陽
が
昇
る
形
で
、
夜
明
け
・
早
朝

の
意
味
を
も
ち
ま
す
。
宮
司
が
祝
詞
を
上
げ
、
氏
子
・
崇
敬
者
の

一
年
間
の
弥
榮

い
や
さ
か

を
祈
り
ま
す
。

白
鳥
自
治
会
三
役
と
総
代
の
役
員
が
参
列
し
て
、
境
内
に
筝
曲
・

春
の
海
が
流
れ
る
中
、
底
冷
え
の
す
る
拝
殿
に
て
、
礼
服
に
威

重重
文文
・・
拝拝
殿殿
踊踊
りり

年年
末末
・・
年年
始始

歳歳

旦旦

祭祭

発
行
元
・
白
鳥
神
社
総
代
会

白
鳥
神
社
報
　
第
三
十
七
号
　
令
和
七
年
四
月
一
日

宮
の

森

宮
の

森

宮
の

森

宮
の

森



(2)

儀
を
正
し
、
厳
粛
に
執
り

行
い
ま
し
た
。
本
来
な
ら

ば
初
詣
に
お
い
で
の
皆
様

も
ご
一
緒
に
お
参
り
い
た

だ
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

毎
年
、
元
旦
の
九
時
と
決
め

て
お
り
ま
す
の
で
お
参
り

く
だ
さ
い
。
こ
れ
が
初
詣
か

と
思
い
ま
す
。

「
巳
の
歳
が

安
ら
か
な
れ
と歳

旦
祭
」

市
会
議
員
を
始
め
と
す
る
御
来
賓
、
自
治
会
役
員
、
各
組
長
、

総
代
、
計

名
の
出
席
の
も
と
、
三
月
二
日
、
白
鳥
神
社
祈
年

祭
、
白
鳥
稲
荷
神
社
初
午
祭
を
厳
粛
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
久
々
の
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
氏
子
の
皆
様
も
大
変
ご
苦

労
さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。
独
り
住
ま
い
の
お
年
寄
り
、
枝
道

で
除
雪
の
進
ま
な
い
所
に
お
住

い
の
方
々
等
、
様
々
な
ご
不
便
、

ご
心
配
を
な
さ
れ
た
事
と
存
じ

ま
す
。
忘
れ
か
け
て
い
た
隣
組

の
連
帯
の
大
切
さ
を
思
い
出
し
、

大
き
な
事
故
も
な
く
、
乗
り
切

れ
た
事
が
救
い
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
昨
年
は
能
登
半
島
、

今
年
は
大
船
渡
の
山
林
大
火
災

が
人
々
を
苦
し
め
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
事
を
か
み
し
め
な
が
ら
、

本
年
の
国
家
安
寧
、
五
穀
豊
穣
、

家
内
安
全
、
商
売
繁
盛
を
祈
念

い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
の
十
二
月
に
第
一
回
目
の
掲
載
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
が
第
二
回
目
で
す
が
、
宮
の
森
の
発
行
と
投
稿
に

ず
れ
が
あ
り
、
季
節
が
合
わ
な
い
事
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
。
必
ず
し
も
神
社
を
読
み
込
ま
な
く
て
も
よ
い
と
思

い
ま
す
。
神
社
に
御
参
拝
下
さ
り
投
函
下
さ
る
こ
と
に
意
味
が

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
沢
山
御
投
稿
く
だ
さ
い
。

「
銀
杏
の

実
が
落
ち
て
い
て

秋
を
知
る
」・
・
・
田
中
幸
子

「
柿
の
葉
に

栗
き
ん
と
ん
を

の
せ
友
に
」・
・
田
中
ヒ
サ
子

「
宮
に
来
て

生
の
感
謝
と

鯉
か
ぞ
え
」・
・
ひ
だ
ま
り
じ
じ

「
宮
広
場

小
さ
な
己
に

ア
リ
が
寄
る
」・

ひ
だ
ま
り
会
員

「
下
駄
鳴
ら
し

老
若
男
女

盆
踊
り
」・
・
・
・
・
蒲
郡
の
人

「
我
が
思
い
冷
め
ど
冷
め
ど
も
恋
（
鯉
）
は
来
る
」
詠
人
知
ら
ず

「
秋
が
過
ぎ

上
見
上
げ
る
と

小
雪
か
な
」・
・
・
・
万
法
臨

「
宮
の
森

神
の
使
い
か

ト
ビ
が
舞
う
」・
・
・
・
・
寅
次
郎

／

・
・
・

宮
の
森

号
発
行

／

・
・
・

防
火
祈
願
祭
～
秋
葉
神
社
～
自
治
会
主
催

／

・
・
・

初
宮
神
事
・
新
旧
総
代
歓
送
迎
会
・
宮
掃
除

／

・
・
・

稲
荷
神
社
例
祭
神
事

／

・
・
・

自
治
会
・
総
代
会
三
役
会
議

／

・
・
・

宮
掃
除

自
治
会
と
共
同

／

・
・
・

境
内
・
秋
葉
神
社
草
刈
り
清
掃

／

・
・
・

例
祭
打
合
せ
会
議
～
神
楽
幹
部
・
総
代
三
役

／

・
・
・

初
宮
神
事

こ
の
三
月
で
副
総
代
長
の
足
立
好
教
様
、
総
代
の
野
崎
克
美

様
、
別
府
喜
利
様
、
野
崎
正
和
様
、
臼
井
幸
夫
様
、
日
置
捷
司
様
、

田
口
学
様
、
野
崎
正
博
様
、
猪
俣
強
様
の
九
名
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
ご
在
任
中
は
、
白
鳥
神
社
に
対
し
ま
し
て
、
篤
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
離
任
さ
れ

ま
し
て
も
当
神
社
へ
の
ご
高
配
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

四
月
か
ら
は
左
記
の
陣
容
で
護
持
運
営
に
当
た
り
ま
す
。
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
赤

字
は
新
任
で
す
）

一
号
組
・
・
・
・
原

雅
彦

二
号
組
・
・
・
・
曽
我
和
弘

三
号
組
・
・
・
・
古
家
孝
一

四
号
組
・
・
・
・
渡
辺
修
司

五
号
組
・
・
・
・
日
置
紀
寛

六
号
組
・
・
・
・
三
島

繁

七
号
組
・
・
・
・
野
々
村
薫

八
号
組
・
・
・
・
曽
我
敏
弘

九
号
組
・
・
・
・
寺
田
吉
幸

十
号
組
・
・
・
・
松
山
幸
盛

十
一
号
組
・
・
・
大
澤
嘉
市

十
二
号
組
・
・
・
三
輪
規
裕

十
三
号
組
・
・
・
大
矢
栄
一

十
四
号
組
・
・
・
川
崎

弘

十
八
号
組
・
・
・
須
甲
真
司

十
九
号
組
・
・
・
渡
辺

剛

宮
司
・
瀬
上
孝
男
、
社
守
・
曽
我
幸
男
、
補
佐
・
川
崎

弘

総
代
長
・
古
家
孝
一
、
副
・
野
々
村
薫
、
副
・
三
輪
規
裕

監
査
役
・
曽
我

誠
、
内
ケ
島
朗
、
相
談
役
・
瀬
木
重
瀰

新
し
い
副
総
代
長
は
野
々
村
薫
、
三
輪
規
裕
は
副
総
代
長
と
総

代
を
兼
務
で
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、
白
米
三
十
㎏
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
曽
我
幸
男

様

一
、
大
神
楽
神
主
下
駄
一
足
・
・
・
・
・
・
・
瀬
上
博
通

様

一
、 

手
水
場
建
屋
塗
装
・
・
・
・
・
・
・
・
・
足
立
好
教

様

一
、 

本
殿
正
面
提
灯
一
対
・
・
・
・
正
者
昌
人
・
み
ゆ
き

様

一
、 

拝
殿
正
面
提
灯
一
対
・
・
エ
コ
ー
不
動
産
日
置
捷
司

様

一
、 

境
内
重
機
除
雪
・
・
・
・
・
・
・
・
・
曽
我
工
務
店

様

一
、 

境
内
参
拝
路
小
重
機
除
雪
・
・
・
・
・
・
野
々
村
薫

様

心
温
か
い
ご
寄
進
、
ご
奉
仕
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

ご
希
望
の
方
は
０
５
７
５

８
２

４
３
８
７･

瀬
上
宮
司
ま
で

文
責
・
瀬
木

祈祈
年年
祭祭
・・
初初
午午
祭祭

投投
稿稿
俳俳
句句
・・
そそ
のの
弐弐

総総
代代
新新
陣陣
容容

令令
和和
７７
年年
・・
四四
月月
かか
らら
のの
行行
事事
予予
定定

御御
朱朱
印印
受受
付付

御御
寄寄
進進
・・
ごご
奉奉
仕仕


